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令和 6年 11月 19日 
件名　 

「島根中学校卒業記念海底タイムカプセル」海底設置式について 

 

内容 
島根中学校を来春に卒業する 3 年生の皆さんに製作してもらった用紙等を入れた、タイムカプセルを

海底に設置する設置式。 

日時　令和 6 年 11 月 23 日（土）　13 時 30 分～　1 時間程度 

場所　島根町野井漁港 

※「島根中学校卒業記念海底タイムカプセル」は、（一社）松江観光協会島根町支部が、加賀の潜戸

100 周年カウントダウン事業の１つとして実施するもので、島根中学校３年生の皆さんが未来へ向

けて書いた用紙等を入れたタイムカプセルを海底に設置し、20 歳を迎える年に引き上げて「島根町

はたちのつどい」で開封するもの。 

 

注目点：陸上での潜戸太鼓の演奏後、島根中学校 3年生の参加希望者を乗せた船が大漁旗を掲げ

て設置場所まで移動し、タイムカプセルを海底に設置します。昨年度に引き続き、地域

の協力により実施するもので、3年生の大半（20名程度）が参加する予定です。 

 

その他 

天候等により中止する場合があります。また、内容は現在の予定で変更となる場合があります。 

 

【問い合わせ】 

　（一社）松江観光協会島根町支部事務局（市民部島根支所地域振興課） 

担当：小村智宏 　　　電話：0852-55-5720 

 



 
昨年度の「島根中学校卒業記念海中タイムカプセル」海底設置式の様子 

日  時：  令和 6 年３月 10 日(日)　　13 時 30 分～14 時 30 分  

場  所：　 島根町野井漁港 

主　催：　　一般社団法人　松江観光協会島根町支部　　潜戸 100 周年カウントダウン事業専門部 

 

「島根中学校卒業記念海中タイムカプセル」海底設置式は、事前に野井地区、野井漁業者の会等、

地域の協力のもとで実施した。 

当日は晴天に恵まれ、乗船する永幸丸と TABIBITO 号の 2 隻に大漁旗を設置して準備を行ったの

ち、潜戸太鼓の演奏、記念撮影を行い、島根中学校の卒業生７名のほか、教頭先生、専門部会員、報

道関係者等の計１９名が、永幸丸 7 名と TABIBITO 号 12 名に分かれて乗船した。永幸丸→TABIBITO

号の順に出港し、漁港では大漁節の CD が流れ、卒業生の保護者や地元の方々等、沢山のギャラリー

に見送られての盛大な出航となった。海上の投げ込みポイントに到着し、生徒たちによりタイムカプセル

を投げ込み、ダイバーがキャッチして海底に設置した。 

 

 

 

 

 

 

 
  　

　 　 　  

　



潜戸100周年カウントダウン事業
（「松江市ＳＤＧｓ未来都市計画」に定める「自治体ＳＤＧｓモデル事業」
の「うみづくりプロジェクト」事業の１つ）
島根町の「加賀の潜戸」が1927年6月14日に「国の名勝
及び天然記念物」に指定されてから、令和9年(2027年)に
100周年を迎えることから、カウントダウン事業を行う。
島根町の観光を内外に発信するとともに、地域の活性化
と子どもたちの「ふるさと愛着形成」に働きかけるもの。

※(一社)松江観光協会島根町支部が実施

島根中学校卒業記念海底タイムカプセル設置

中学3年生が、未来に向けて書いた用紙等を入れた
タイムカプセルを海底に設置し、20歳を迎える年
に引上げ「島根町はたちのつどい」で開封する。

 ⇒生まれ育った島根町の未来を見つめる機会を
  設けることで、子どもたちの郷土愛を醸成

海底熟成：海底は波の微量な振動や水圧により熟成を
     促すと言われている

海底貯蔵酒等熟成

島根町の海底に酒等を沈め貯蔵し熟成させた海
底貯蔵酒等を作る。

 ⇒島根町の豊かな海をＰＲし、新たな魅力
  発信と特産化による地域の活性化を図る

タイムカプセルにする塩ビ管と
タイムカプセルに入れる用紙

用紙の作成風景


